
JF-NA411S型

PMS-2414(19123)

（浄水器ビルトイン型）
ハンズフリー水栓

施工説明書

ゴールデンウィーク、

お客さま相談センターまで

安全上のご注意

1.  施工の前に

本製品の仕様と条件
常時：0.8W以下　作動時：2.5W以下

水栓単品の場合

キッチンくるりんと接続の場合

約40mmタッチレスセンサー
約130mm（ロングモード：約150mm）吐水中約200mm

1170mm
自動センサー

0.07MPa(流動時)～0.75MPa(静止時)

0.06MPa(流動時)～0.75MPa(静止時)

約φ5mm
φ10mm以下

タッチレスセンサー
自動センサー（グレーカード：80mm角）

水栓単品の場合 キッチンくるりんと接続の場合

最低必要圧力

最 高 圧 力

A＋0.09MPa(流動時)　
A＋0.10MPa(流動時) :給湯器設定温度60℃
A＋0.07MPa(流動時) :給湯器設定温度42℃

0.75MPa(静止時)

※1

最低必要圧力
最 高 圧 力

水栓単品の場合 キッチンくるりんと接続の場合
0.07MPa(流動時)0.07MPa(流動時)　

0.75MPa(静止時)

施工前のご注意

取付けには専用工具（KG-1またはKG-2）またはソケットレンチ（対辺24）、スパナ（対辺23、21）、プラスドライ

電源プラグ

バー、マイナスドライバー、精密ドライバー（マイナス）が必要です。

特に水圧が高い場合など、流量調節がされてい
取付け後の流量調節や手動弁操作・保守点検のために、必ず止水栓（別売）を設けてください。

ないと漏水・破損の恐れがあります。

●給水圧力と給湯圧力の差を小さくしてください。温度調節が容易になり使いやすくなります。

●不意の出湯によるヤケド防止のため、 をおすすめします。

※1：給湯器設定温度が75℃以上の場合は､最低必要圧力は、0.12MPaとなります。着火しない場合は設定温度
　　　を下げてください。

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

●Aはガス給湯器の最低作動圧力です。
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故障の恐れがあります。

※感電の原因となります。

※電源コードが破損し、発火、ショート、感電の原因となります。

※火災の原因となります。

※発火、ショート、感電の原因となります。

※発火、ショート、感電、故障の原因となります。

※発火、ショート、感電、故障の原因となります。

※発火、ショート、感電の原因となります。

※電源プラグにホコリがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の原因と

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により漏水、発火、ショート、感電の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水を
　言います。

※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。

※発火、ショート、感電の原因となります。

なります。

給水圧力≧給湯圧力 ※2

「バスルームやシャワールームなど
の水場で使用してはいけません！」

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。



施工完了図

●品番によっては、図と現品の形状が一部異なります。
●シンク深さ(厚み含む）*1寸法が220mm以上の場合は*2寸法が145ｍｍ以上ないと、バルブがシンクと干渉
し施工できません。*1寸法が220mm以上かつ*2寸法が145mm未満の場合は当社お客さま相談センターま
でお問い合わせください。
●水栓取付面から上方425mmより低い位置に棚や物がある場合は施工できません。
●使用時には、375mm以内に他器具（昇降キャビネットの取っ手を含む）のないようにしてください。
●水栓取付面からシンク下の底板（棚板）までの距離が540mm以上ないと、ホース収納時に底板 （棚板）
との干渉が大きくなり、使用上問題はありませんが、ホース収納性が悪くなります。
●コンセントは電源コードの届く範囲で、床面より高く水のかからない位置に設置してください。
●センサーが誤感知する恐れがありますので、寸法*3を150mm以上の空間を確保してください。
●吐水口の下にカウンターやサポートプレート等を置いた時、センサーが誤感知する恐れがあります。
●No4仕上げ以上のステンレスシンクへ設置しないでください。（詳細はステンレス協会HP「ステンレスの主
な表面仕上げ」参照）センサーが誤検知する恐れがあります。

JF-NA411S型

JF-NA411SN型

ホースの先端が固定軸の中に隠れるまでハンドシャワーを引き出す。

センサーコードを先に水栓取付穴に挿入し、続いて給水・給湯ホースを挿入する。
ポイント

ホースの先端が固定軸の
中にかくれた状態で取付
穴に挿入する。

3.  施工方法

センサーコードをはさまないよう
にしてください。
※コードが破損し、発火・ショー
ト・感電の原因となります。

以下の手順の通り、正しく取り付けてください。

水栓本体を固定する1

先端のキャップはそれぞれ
接続する直前まで外さない
でください。
※Oリングに傷がついたり
ゴミがかみ込むことで漏
水の原因となります。

傷や破損の
原因となり
ます。

ハンドシャワー

ホース

キャップ

固定軸

ホース先端

同梱の型紙を使って、「検知範
囲」がシンク内に納まるよう
に水栓正面を決めてください。

4. 吐水口を左右に回転させ、シンク外に
吐水口が出ないか確認する。5.

ホース先端

固定軸

●固定軸にキー溝
（大、小）がある
ため、馬蹄金具
をキー溝に合う
ように取り付け
る。

●馬蹄金具・専
用工具が入り
にくい場合は、
銅管を曲げて
銅管とナット
の間にスペー
スを作ってく
ださい。（曲げ
角度は5°以
内のこと。
※曲げすぎる
と配管を傷
つけ漏水の
原因となり
ます。

ポイント
馬蹄金具を固定軸に挿入してナットで仮固定する。水栓本体が取付穴の中央に
くるように注意する。

●馬蹄金具から
手を離しても
落ちてこない
ように、一時
的に固定軸に
引っ掛けられ
るようになっ
ています。

●センサーコードをはさみ込んだり、引っ張ったり、銅管にから
ませないでください。
　※コードが破損し、発火・ショート・感電の原因となります。

●別売の専用工具（KG-1または
KG-2)もしくは市販のソケットレンチ
（対辺24）を使用してください。
　※ナット締付不足によりガタつ
きやキャビネット内への漏水の
原因となります。　

3.
馬蹄金具

ナット

固定軸

ソケットレンチ
（対辺24）

寒冷地仕様の場合

逆止弁ソケット
ASSY

コントロールボックス

※浄水ホースと同じ袋に入っています。

接続プラグ
ホルダー

接続プラグ

浄水ホース

5

水抜式逆止弁付
ソケット

型紙 両面テープ

浄水ホース用

オレンジナット

JF-XXXX
メインバルブ

オレンジ

逆止弁ソケット×2

部品の確認

浄水バルブ

黒

浄水バルブ

黒

①水栓本体を固定する
②逆止弁ソケット・浄水バルブと止水栓の接続
③給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続
④ホースとメインバルブの接続
⑤ストッパーの固定
⑥浄水バルブと浄水ホースの接続
⑦水栓本体と浄水ホースの接続
⑧浄水カートリッジ取付ブラケット･ガイドの取付け
⑨浄水ホースの配管接続
⑩コントロールボックスの接続と設置
⑪ホース収納性の確認

2.  施工手順
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ホース引き出し長さ
浄水ホース長さL=1090
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ホースストッパー
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C:裏面取付作業
　必要スペース

前面

A:取付可能穴径
B:取付可能カウンター厚さ
C:裏面取付作業スペース寸法
D:給水・給湯止水栓芯々寸法
E:水栓取付面から給水・給湯用止水栓中心までの寸法
F:水栓中心から給水・給湯の止水栓接続中心までの寸法
G:止水栓の標準寸法
H:水栓中心から給水・給湯芯々の中心までの寸法

中心振分けの場合
φ37±2mm
6～30mm

図1に示す範囲以内

0～－50mm
30～35mm

片側偏芯の場合

200±10mm
400±10mm

80～100±10mm
360±10mm

0mm 120～150mm

コントロールボックス取付位置目安

300mm

80mm 80mm

コントロールボックス
取付位置
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背板の場合 側板の場合

コントロールボックス
取付位置

120mm
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F.L.F.L.

シンク外に吐水口が出ると
カウンターを感知し、自動
吐水する場合があります。

吐水口

シンク
型紙

シンク
検知範囲

①水栓本体を固定する
②逆止弁ソケット・浄水バルブと止水栓の接続
③給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続
④ホースとメインバルブの接続
⑤ストッパーの固定
⑥浄水バルブと浄水ホースの接続
⑦水栓本体と浄水ホースの接続
⑧浄水カートリッジ取付ブラケット･ガイドの取付け
⑨浄水ホースの配管接続
⑩コントロールボックスの接続と設置
⑪ホース収納性の確認

D

D

D

H

＊1 ＊3



抜け止めカバー・固定リング・樹脂キャップを外す。

逆止弁ソケットを湯側止水栓に、浄水バルブを水側止水栓にスパナ(対辺23）で
固定する。

●右図のように、浄水バ
ルブは必ず止水栓の右
側に取り付け、コード
が出ている部分を後ろ
に向けてください。
※発火、ショート、感電、
故障の原因となります。

●（寒冷地仕様の場合)逆止弁
ソケットASSYの開放ボタン
は操作できる向きに施工して
ください。
※開放ボタンが操作できな
いと、水抜きができなくな
り、漏水の原因となります。

はみ出す場合は、ナットを少し緩めて吐水口がシ
ンク内に収まるように水栓本体を回転させ、位置
調整する。その後、壁紙をはずしてください。

ナットを増し締めし、水栓本体をしっかりと固定
する。

正面シールをはがす。

メインバルブの抜け止めカバー・固定リングを外す。

ポイント
ホースが抜けて入れにくい場合は、
ホースを押しながら回転させる。

オレンジ　　　　　　　

固定リングと抜け止めカバーをはめ込む。

ホース

6.

7.

8.

1.

2.

浄水バルブと逆止弁ソケットを
固定する。3.

ホースの先端が固定軸の中にかくれ
た状態でナットを締め付けてくださ
さい。
※ホースが専用工具に絡まり、
破損する恐れがあります。

逆止弁ソケット・浄水バルブと止水栓の接続2

2.

1.

2.

●抜け止めカバーをはめ忘れ
ないようにしてください。
※リングに触れるとケガをす
る恐れがあります。

●固定リングをはめ損ねないよう、必
ずしっかりとはめ込んでください。
※外れると漏水の原因となります。

給水・給湯ホースを
上に引き、外れない
こと。

確　認

ホースとメインバルブの接続4
キッチンくるりんと接続の場合は、キッチンくるりん（KS-800)に同梱の取付
設置説明書に従い、水栓本体に接続してください。

キッチンくるりんと接続の場合

パッキンの紛失に注意して
ください。
※漏水の原因となります。

スパナ
（対辺21）

分岐金具

ナット

水側
止水栓

浄水
バルブ

●浄水バルブと逆止弁ソケットASSY
　を固定する

●逆止弁ソケットASSYの
　樹脂キャップを外す

スパナ
（対辺21）

スパナ
（対辺23）

開放ボタン

逆止弁ソケット
ASSY

水側
止水栓

浄水バルブ

開放ボタン

固定軸

馬蹄金具

ナット

ホースの先端

給水・給湯ホースを逆止弁ソケットに差し込む。

エルボ

●給水ホースが差し込みにくい場合には、
エルボを傾けて差し込んでください。

1.

給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続3

逆止弁ソケット

逆止弁ソケット

Oリングに傷をつけたり
ゴミかみがないよう注意
してください。
※漏水の原因となります。

●給水・給湯ホースの差し間違
えに注意してください。
※水を出そうとしても、湯が
出てヤケドをする恐れがあ
ります。

●必ず逆止弁ソケットを止水栓
に固定してから給水・給湯ホース
を接続してください。
※漏水の原因となります。

●ホースを曲げる場合は、曲げ半径
30mm以上確保してください。
※漏水の原因となります。

スパナ
（対辺23）

湯側
止水栓

●浄水バルブを固定する

スパナ
（対辺21）

スパナ
（対辺23）

浄水
バルブ

分岐金具

ナット

水側
止水栓

スパナ（対辺21）

スパナ（対辺23）

分岐金具

ナット

水側
止水栓

浄水
バルブ

スパナ（対辺23）

湯側止水栓

ナット部

ポイント
浄水バルブが障害物と干渉してしまう場合には、ナットの上に
ついているエルボの向きを壁側に回転させた後、ナットを固定
して干渉を回避する。

ナット エルボ

浄水バルブ 浄水バルブ

ナット

回
転
す
る

エルボ
障
害
物

障
害
物

逆止弁ソケット×2 逆止弁ソケット
ASSY

水抜式逆止弁付
ソケット

浄水バルブ

分岐栓付き分岐栓付き

コネクタ先端
が黒色

②で使用する部材

④で使用する部材

④終了時の施工状態

分岐栓なし

水抜式逆止弁付
き接続ソケット
が付いている

コネクタ先端が
オレンジ色

メインバルブ

黒

抜け止め
カバー

ホースについているタグをはずし、ハンドシャワーを吐水口部に収納する。

スパナ
（対辺23）

ナット部

②終了時の施工状態

コネクタ先端
が黒色

湯表示シールを
確認する

正面シール

分岐栓なし

接続プラグが
付いている

コネクタ先端が
オレンジ色

メインバルブ



ポイント

ストッパーの固定5

浄水バルブと浄水ホースの接続6

テープを覆うようにストッパーを取り付ける。

ストップリングは、しっかりとはめ込んでください。
※ストップリングが外れると漏水の原因となります。

浄水ホースを引っ張っても抜けないこと。

浄水バルブを手で持ち、浄水ホースIN側を浄水バルブのソケット部に差込み、ストッ
プリングで固定する。

浄水バルブを手で持ち、浄水ホースを挿入した後、ストップリングをしっかり
とはめ込んでください。(ストップリングが外れると漏水の原因になります。)
※カチッと音がするまで差込んでください。
※ストップリングがソケットからはみ出ていないことを確認してください。

浄水ホースIN側についている保護キャップとストップリングを外す。

●カチッと音がするまでしっかりと差し込ん
でください。
●ストップリングがソケットの溝に納まってい
ることを確認してください。
※正しく取り付けられていないと、漏水の
原因となります。

浄水ホースOUT側のソケットをメインバルブの接続プラグに差し込む。

ストップリングをソケットに差し込んだ後、ソケットを引っ張っても抜けないこと
を確認する。

確　認

固定の

【条件にあてはまる場合】

止水栓よりも左に固定する場合(キャビネット内右側面に固定するスペースがない場合など）

ポイント

浄水ホースが、止水栓・混合水栓の給水ホース の
背面を通るように固定する。

ポイント

1.

3.

2.

2.

ストップ
リング

浄水バルブ

浄水ホース
IN側

浄水カートリッジ取付ブラケット・ガイドの取付け8
ガイドに浄水ホースを通す。1.

ねじでガイドを指定の位置に固定する。2.

ねじで取付ブラケットを指定の位置に固定する。3.

【条件にあてはまらない場合】
ねじで取付ブラケットを固定する。2.

ガイドを床と平行になるように固定し、まわりに
障害物(スライド収納等）がある場合は、干渉し
ない位置に調節する。

保護キャップ

外す

ストップリング

メインバルブの
接続プラグ

ソケット

浄水ホース
OUT側

4. ポイント
吐出管の凸部とメインバル
ブ側の穴位置を合わせてくだ
さい。

5. 固定リングと抜け止めカバーをはめ込む。

ホースをホースガイドの矢印のとおりに通し、ホースがメインバルブの端子と干
渉しないように、メインバルブの右側にもってくる。ホースをメインバルブのソ
ケット部に差込み、ストップリングで固定する。

ポイント

ホース継手を接続する際はホースがねじれな
いようにしてください。
※ハンドシャワーがスムーズに引き出せなくな
ります。

メインバルブを手で持ち、ホースを挿入し
た後、ストップリングをしっかりとはめ込ん
でください。(ストップリングが外れると漏水
の原因になります｡ )
※カチッと音がするまで差込んでください。
※ストップリングがソケットからはみ出ていな
いことを確認してください。

●ホースはメインバルブの右側にくるようにし、ホースとメインバルブの端子が干渉しないようにしてください。
●ホースは浄水バルブに接続しないでください。

ホース

3.

ストップリング

固定リングをはめ損ねないよう、
必ずしっかりとはめ込んでくだ
さい。
※外れると漏水の原因となります。

ストッパー

ストップリング

浄水ホース
IN側

保護
キャップ

浄水ホース
IN側

浄水ホース
OUT側

浄水ホース

止水栓

混合水栓の
給水ホース

背面

床面

ねじ

床上の背面に取付ブラケットを固定した場合は、
ガイドは必要に応じて取り付けてください。

ガイド
浄水ホース

取付ブラケット
浄水カートリッジ

シンク底面

約50mm

取付ブラケット

切欠き

取付ブラケットの切欠き

通す

ガイド

浄水ホース 水側止水栓

②板厚
15mm

①
350mm

①水側止水栓から350mm
以内である
②板厚が15mm以上である
③右側面に扉や引き出し等
の干渉物がない

水栓本体と浄水ホースの接続7
ソケットについているストップリングの上側とメインバルブの接続プラグの保護
キャップを外してソケットに差し込み、ストップリングをソケットにはめてください。
※正しく取り付けられていないと、漏水の原因となります。
ソケットのストップリングの上側にあるストップリングの小穴に小マイナスドライ
バーを差し込んで外してください。1.

小マイナスドライバー

ソケット

ストップリング
の小穴

ストップリング
外す

前
メインバルブ

キャップ 吐出管

Oリング

ソケット部

メイン
バルブ

ストップリング

ホースガイド

ホース

ホース継手

ソケット部

メイン
バルブ

ストップリング

ホースガイド保護
キャップ

ホース

ホース継手

●Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよう注意してください。
※漏水の原因となります。
●メインバルブを吐出管に接続する際、ホースがねじれたり、止水栓をまたいで
接続しないでください。
※ホースが破損し、漏水の原因となります。

保護キャップ

外す

ストップリング

ソケット

浄水ホース
OUT側

メインバルブの
接続プラグ

保護
キャップ

メインバルブを吐出
管に接続する。

前

キャップ 吐出管

Oリング

メインバルブ
正面図

メイン
バルブ

ホース

水栓本体の
吐水管

カチッ

引っ張っても
抜けないこと

ソケット ストップリング

ソケット

ストップリング

ソケットを引っ張って、
抜けないこと。

確　認

オレンジ色シール

オレンジ色シール

オレンジ色シール

浄水バルブ

浄水ホース

オレンジ色シール

ストップリングソケット

ポイント
オレンジ色のシール
を合わせる。

ポイント

1.ストッパーを指で押さえる。ロック部の溝に、
マイナスドライバーを矢印qの方向に差し込む。

2.差し込んだマイナスドライバーを矢印wの方
向に傾ける。
3.マイナスドライバーを矢印eの方向に押し込
んでロックを解除し、ストッパーを外す。

ストッパーの外し方

ポイント
ハンドシャワーは吐水口に納めた状態で行う。

q

クリップリング ロック部

溝マイナスドライバー

w

e

クリップリング



浄水ホースを製品に
付属の接続プラグに
接続する。（施工後
の調整時まで浄水
カートリッジには接続
しません。）

結束バンドで2本の浄水ホー
スを束ねる。1. 2.

浄水ホースの配管接続9

浄水ホース

浄水ホース

結束バンド

接続プラグ

浄水ホース

浄水ホース

ストレーナーの掃除2

切替ユニットのストレーナーの掃除

ストレーナーの掃除（メインバルブ）

高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると
不意に高温の湯が出てヤケ
ドをする恐れがあります。

止水栓

開く 開く

以下の手順の通り、正しく調整してください。

電源プラグがコンセントに正しく差し込まれていることを確認する。

ポイント

センサーに手をかざして、タッチレス湯水センサー、タッチレス浄水センサーの吐水・
止水を確認する。4.

自動センサーON/OFFスイッチを押し、光っている状態で手を吐水口の下に差し出し
て、自動センサーの吐水・止水を確認する。5.

ポイント
取り付けるときは、位置
合わせの向きが合うよう
に差し込む。

切替ユニットストッパーを
取り付けるときは、溝が
吐水口側になるようにし
てください。

取り付け後は切
替ユニットが抜
けてこないこと。

確　認

ポイント

ストレーナーは、メインバルブと浄水バルブに入っています。

ポイント

電源プラグをコンセントに接続
する。

施工完了後、タグを水栓本体のレ
バーハンドルに取り付けてくだ
さい。

濡れた手で触れたり、水がかからない
よう十分注意してください。
※発火・ショート・感電・故障の原因
となります。　　　

コントロールボックスにバルブからのコード2本
と、水栓本体からのコード2本を差し込む。

コントロールボックスの取付位置を施工完了図を参考
に仮決めし、シャワーホースやフレキホースと4本の
コードが絡まないようにコードを取り回しておく。

コントロールボックスの接続と設置10

ホース収納性の確認11

1.

2. キャビネットの背板にコードクラン
プを取り付けて、コードをコードク
ランプでキャビネット内に固定する。
（5～6か所）

6.

7.

8.

3.

4.

5.

1.

1.

2.

3.

ポイント
下のコードから順
に差し込む。

コードを差し込んだ後、軽く
引っ張って抜けないことを確認
してください。
※作動不良の原因となります。

上図の「コードクランプ」は、コントロー
ルボックス・バルブよりも下方に設置し
てください。
※漏水や結露により水滴がコードを伝
わった場合に、コネクターに到達しな
いようにするためです。

4.  施工後の調整

作動確認

メインバルブと浄水バルブの手動弁が「左いっぱい」に回っていることを確認する。

ポイント
●感知エリアは下図のようになっています。
●約3秒間手をかざし続けると自動的に止水します。
●10分間吐水が続くと自動
的に止水します。
●タッチレス浄水センサーで
吐水した場合は、レバー
ハンドルに関係なく、吐
水・止水します。流量調
節はできません。

ポイント

タッチレス
湯水センサー感知エリア
タッチレス
浄水センサー感知エリア

タッチレス
湯水センサー

タッチレス
浄水センサー

自動センサー

自動センサー
ON/OFFスイッチ

手を引くと止水

自動センサー

感知範囲 吐水中200mm

止水中130mm
もしくは､150mm

作動確認後、ストレーナーを必ず掃除してください。
※ストレーナーが詰まると流量が少なくなり、十分な機能が発揮されません。

裏側にある切替ユニットストッパーの
溝部に精密ドライバー（マイナス）など
を掛けて引き抜く。

ハンドシャワーを
引き出す。1.

2.

切替ユニットを外し
て、ストレーナーに付
いたゴミを歯ブラシ
などで洗剤を使わず
にこすり落とす。

3.

切替ユニットを取り付け、切替ユニット
ストッパーをはめる。4.

レバーハンドルを開け、
一度湯水センサーに手を
かざして止水確認および
圧抜きをする。

水側（湯側）の止水栓を右いっぱいに
回して閉じる。1.

2.

ストレーナーを精密ドライバー（マイナ
ス）で外し、ゴミを歯ブラシなどで洗剤
を使わずにこすり落とす。

5.

ストレーナーをソケットに取り付ける。6.

メインバルブの抜
け止めカバーと固
定リングを外し、
吐出管からメイン
バルブを外す。
※洗面器などで排
出される水を受
けてください。

3.

4.

ソケットをメインバルブに取り付け、
ストップリングをはめる。メインバルブ
を吐出管に取り付け、固定リングと抜
け止めカバーを取り付ける。

7.

ハンドシャワー

精密ドライバー
（マイナス）

切替ユニットを工具
等で回さないでくだ
さい。
※破損の原因となり
ます。

水側止水栓湯側止水栓

右いっぱい
に回す 右いっぱい

に回す

●感知範囲は右図のように
なっています。

●1分間吐水が続くと自動
的に止水します。

湯水センサー

メインバルブ

抜け止めカバー
吐出管
固定リング

ストップリング

コード

マイナス
ドライバー

ストップリング

ソケット

ソケットを外す際、ソケットから出ている
コードが引っ張られないようにしてください。
※断線して使用できなくなる恐れがあります。

ストレーナー

精密ドライバー
（マイナス）

ソケット

ストレーナー

ソケットの溝にストレー
ナーをしっかりとはめ
込む。

溝

ストレーナー

吐出管

固定リング

ストップリング

メインバルブ

ソケット

抜け止めカバー
メインバルブ

ソケットを取り付ける際、
および吐出管に接続する際、
Oリングに傷をつけたり、
ゴミかみがないように注意
してください。
※漏水の原因となります。

Oリング

ソケット 吐出管

切替ユニット
ストッパー

吐水口側

切替ユニット

ストレーナー

切替ユニット

位置合わせ

ストッパー
溝位置

手動弁は工具を使わず、手でゆっくり、左
いっぱいに回してください。
※止水不良（センサーに手をかざしても水
が止まらない）の原因となります。

コントロールボックスへ

コード
クランプ

コード
クランプ

メインバルブ

水栓本体からのコード

浄水
バルブ

電源プラグ

レバーハンドル

ストップリングをマイナスドライバー
で外し、ソケットを外す。

止水栓を開き、レバーハンドルを上げる。

ハンドシャワーを出し入れし、ホースが給水・給湯ホース・メインバルブ等と干渉せず、
スムーズに上下に動くことを確認する。

●ホース収納がスムーズに
なるよう、吐出管を左に
軽く曲げて、ホースが
まっすぐ垂れ下がるよう
にしてください。

●ホースが引出し、配管スペース、止水栓など
に干渉する場合、吐出管を軽く曲げて、
ホースの干渉を避けてください。　　　

左に
曲げる

吐出管

吐出管

ホース

メイン
バルブ

止水栓 配管
スペース

配管
スペース

吐出管

背板

吐出管を
曲げる

吐出管を
曲げる

引出し

正面視 右側面視

バルブからのコード
（黒）

バルブからのコード
（オレンジ）

水栓本体からのコード（白・小）
コントロールボックス

水栓本体からのコード（白・大）

黒

オレンジ

白（小）
白（大）

フタ

コード類を溝に収納しフタを閉める。

側板もしくは、背板に
図のように2本のビス
で固定する。②のビ
スは左右どちらかに固
定する。ステンレス
キャビネットなどの場
合は､補強木に固定す
る。ビスが使用でき
ない場合は､付属の両
面テープで固定する。

ポイント
コードを引っ張ったときに、コネクター
部に力がかからないようにする。

コード類を結束バンドでしっかりと固定する。

壁に取り付け時、コント
ロールボックス右側に
3cm程度の空間を確保
ください。
※蓋を開ける際に、指を
入れる空間を確保する
ためです。

結束バンド コード

メインバルブ

①

② 3cm程度

コード類とホース等が
絡まないようにしてく
ださい。
※発火・ショート・感電
の原因になります。

爪２か所を差し
込んでから、矢
印方向に蓋を装
着してください。



ストレーナーの掃除（浄水バルブ）

ポイント

メインバルブの手動弁を左いっぱいに回した状態で、プレートをしっかり差し込んで
ください。
※プレートがしっかり差し込まれていないと手動弁が回り、水が止まらなくなる可能
性があります。

流量の調節

レバーハンドルを全開にしたときに、水側または湯側のシャワー吐水の流量が約
8L/min（1リットルの容器をいっぱいにするのに約8秒）を超える場合は、止水栓で
流量調節する。

定流量弁を取り付ける
場合、向きに注意して
ください。
※向きを間違えると、
水が止まらなくなっ
たり、漏水の原因と
なります。

●低圧時、浄水センサーで
吐水すると、シャワー散
水状態が乱れ、シャワー
として使えなくなります。
　（目安の圧力：流動時
0.1MPa以下）

●定流量弁が取り外しにく
い場合、ラジオペンチ等
で定流量弁を取り出して
ください。

低圧時、浄水センサーで吐水した水の流量が不足しシャワーが乱れる
場合には、定流量弁を外してください。

※定流量弁を外した後、取り外した箇所から漏水がないか確認します。

キッチンくるりんと接続の場合

タッチレス湯水セ
ンサーと自動セン
サーは、レバーハ
ンドルで吐水する
流量を調節するこ
とができます。

3

水側（湯側）の止水栓を右いっぱい
に回して閉じる。

2.

1. 3.

レバーハンドルを
開け、一度湯水セン
サーに手をかざして
止水確認および圧
抜きをする。

水側（湯側）の止水栓を右いっぱいに
回して閉じる。

2.

1.

浄水バルブの抜
け止めカバーと固
定リングを外し、
エルボから浄水
バルブを外す。

ストップリングをマイナスドライバー
で外し、ソケットを外す。

4.

3.

ストレーナーを取り外し、ゴミを歯
ブラシ等で洗剤を使わずに洗い流す。

5. ストレーナーをソケットに取り付ける。

6. ソケットを浄水バルブに取
り付け、ストッ
プリングをは
める。浄水バ
ルブをエルボ
に取り付け、
固定リングと
抜け止めカ
バーを取り付
ける。

4. ストレーナーを取り付ける。

5.  引渡前の確認

お客さまが施工後すぐに使用しない場合

お客さまが施工後すぐに使用しない場合は、電源プラグを抜くか、もしくはブレーカー
を落とす。
※浄水カートリッジは取り付けずに、そのままお客さまにお渡ししてください。

4

確認後はレバーハンドルを下げ、自動センサーON/OFFスイッチを押し消灯状態にしてください。

※1センサー表面の汚れをふき
とる場合は、キズをつけな
いようにしてください。
キズが付くと正常に作動し
なくなる場合があります。

●水を止めた後に少しのあいだ水が垂れますが、切替ユニットの
内部に溜まった少量の水が排出されるためで、故障ではありま
せん。

●センサーによる吐水・止水時にカチカチと音がするのは、バルブ
の動作音によるもので、故障ではありません。

E.タッチレス
　センサー

E.自動センサー

シングルレバー

O.ハンドシャワー

P.自動センサー
　ON/OFFスイッチ

切替ユニット
ストッパー

A.ねじ

B.レバーハンドル

C.カートリッジ固定ナット

D.パッキン

J.逆止弁

Q.シャワーホース

J.逆止弁

H.メイン
　バルブ
I.手動弁

K.ホースガイド

G.ナット
KG-1または
KG-2（ソケット
レンチ対辺24
使用）

馬蹄金具

(　       )

J.逆止弁

キッチンくるりんに同梱の取付設置説明書の『4.引渡前の確認』についても点検を
行ってください。

湯側止水栓

水側止水栓

右いっぱい
に回す 右いっぱい

に回す

ストレーナー

マイナスドライバー マイナスドライバー

ストレーナー
湯側 水側

外す 外す

ストップリング

ソケット

マイナス
ドライバー

エルボ

固定リング

抜け止めカバー

浄水バルブ

水側止水栓湯側止水栓

右いっぱい
に回す

右いっぱい
に回す

ストレーナーを精密ドライバー（マイ
ナス）で外し、ゴミを歯ブラシなどで
洗剤を使わずにこすり落とす。

ソケット

ストレーナー
溝

ストレーナー

ソケットの溝にストレー
ナーをしっかりとはめ
込む。

ストップリング

浄水バルブ

ソケット

エルボ

固定リング
抜け止めカバー

ポイント

湯側止水栓
水側止水栓

ポイント
●浄水センサーによる
吐水（水専用吐水）は、
定流量弁を装着して
いますので、一定の
流量（3～5L/min）
以上は出ません。

●湯と水の流量が同じ
になるよう調節して
ください。

タッチレス
湯水センサー

自動センサー

PMS-2414(19123)

レバーハンドル

エルボ

定流量弁（黄色）

ストップリング

浄水バルブ

定流量弁

ストレーナー

ストレーナー

精密ドライバー
（マイナス）

湯側全開

水側全開

流量調節はキッチンくるりんに同梱の取付設置説明書に従ってください。
キッチンくるりんと接続の場合

O

P

P

N

M

シンク内でホースがねじれたり、
バルブと干渉していないか？

逆止弁は正常か？（ゴミ、砂かみはな
いか？・Oリングにキズはないか？）

ねじれおよび干渉していないか確認する。 施工方法「ホースの収納性
の確認」

取扱説明書「停電および
故障時の応急処置」

電源プラグがコンセントに差し込
まれているか？ 電源プラグをコンセントに差し込む。

ハンドシャワーが外れていない
か？

センサーの表面が汚れていないか？
コネクターが外れていないか？

配管途中に大きな抵抗はないか？

レバーハンドルを絞りすぎてい
ないか？

浄水ホースが折れ曲がったり、
ねじれたりしていないか？

ホースの折れ曲がり、ねじれがあれば取り
除く。

センサーの表面が汚れていないか？

カートリッジ固定ナットに
ゆるみはあるか？

ストレーナーに、ゴミ詰まりはな
いか？

ストレーナーに、ゴミ詰まりは
ないか？

流量調節はよいか？

ハンドシャワーを吐水口に差し込む。

カートリッジ固定ナットを締める。締め過ぎると
レバーハンドルが重くなることがあります。

取扱説明書「ハンドシャ
ワーを使う」

自動センサーON/OFFスイッチ
が赤色点滅していないか？

レバーハンドルを水側にし、タッチレス湯水
センサーで吐水する。

取扱説明書「自動センサー
を使う」

自動センサー ON/OFFスイッチ
が白色点滅していないか？

コネクターが外れていないか確認する。
接続されている場合はサーミスタの故障
と考えられる。

交換してください。

停電の場合、手動弁を開く（右いっぱいに
回す）と吐水します。停電が解除されたら
手動弁を閉じて（左いっぱいに回す）くだ
さい。

施工後の調節「流量の調節」

施工方法「電源部の接続」

取扱説明書「定期的なお手
入れ」

施工の前に「本製品の仕様
と条件」
施工後の調節「流量の調節」
施工後の調節「ストレー
ナーの掃除」

施工の前に「本製品の仕様と条件」
施工後の調節「流量の調節」

施工後の調節「ストレー
ナーの掃除」

取扱説明書「定期的なお手
入れ」

施工の前に「施工完了図」
施工後の調節「作動確認」

止水しない

希望の温度が得られない

水栓本体がガタつく
ハンドルがガタつく
ホースがスムーズに収
納できない

ナットをしっかり締める。

H・K・Q

F

J.逆止弁

L.浄水バルブ

F.ストレーナー

湯水センサー

ストップリング

浄水バルブ

ソケットを取り付ける際、およびエル
ボに接続する際、Oリングに傷をつけ
たり、ゴミかみがないように注意し
てください。
※漏水の原因となります。

Oリング

ソケット エルボ

浄水ホース

J.逆止弁

L.浄水バルブ

手動弁
プレート

左いっぱい
まで回す

N.電源プラグ

M.コネクター

コントロールボックス


